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【　　文・経・法律・政治・商・医・理・薬　　】
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どんな生物も自らを中心とする環境を作り出す。物理・化学は
知識の客観性を保持するため、自分たちの用いる空間からす
べての中心を排除しようとするので、このような生物特有のあり
方を捉えることができない。以上が「生体とその環境」の結論の
一つだった。しかしその一方で、この論文は、人間が生物の一
つであることから逃れられないと強調する。このような視点に立
つと、もし生物特有のあり方を理解できるような科学が存在す
るとしても、この科学は他の動物とは異なる人間のあり方を見
逃してしまうのではないか？
カンギレムの論文「生体とその環境」そしてルクール『カンギレ
ム：生を問う哲学者の全貌』を読み、カンギレムにとって人間と
はどのような存在だったのかを考慮しながら、この批判に答え
よ。
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